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平成23年度定期監査結果報告書（後期） 

１ 監査の目的 

 定期監査は、平成23年度における財務に関する事務の執行及び経営に係る事業が地

方自治法第２条第14項及び第15項の趣旨に則り、合理的かつ効率的に行われているか

どうかについて監査することを目的に、同法第 199条第４項の規定に基づいて実施す

るものである。 

２ 監査の期日及び対象課等 

(1) 実施期間 平成24年１月10日から１月30日までに延べ８日 

(2) 監査対象及び説明聴取の実施期日 次表のとおり20課等及び小中学校については、 

19校中９校を対象に実施した。 

月 日 対  象  課  等 

１月10日 綾織小学校、小友小学校、綾織中学校、小友中学校 

１月13日 宮守学校給食センター、達曽部小学校、宮守中学校 

１月16日 宮守地区センター、遠野北小学校、宮守小学校、鱒沢小学校 

１月18日 
綾織地区センター、小友地区センター、松崎地区センター、学校給食セ

ンター 

１月23日 
附馬牛地区センター、土淵地区センター、青笹地区センター、上郷地区

センター 

１月25日 社会教育課、スポーツ健康課 

１月27日 
文化課、文化まちづくり推進室、遠野文化研究センター事務局、遠野地

区センター 

１月30日 地域生活課、教務課、教育環境企画室、学校教育課 

３ 監査の内容 

 (1) 所管事務の執行状況 

32の事務事業について、財務に関する事務の執行が適正かつ効率的に行われてい

るか、各種の事業が合理的かつ効率的に行われているかを主眼として監査した。 

 (2) 共通事項 

ア 各課等で該当する使用料・手数料 

イ 現金等の保管状況 

ウ 郵便切手類の保管及び受払 

エ 物品の管理及び出納 

オ 車両の運行管理 

４ 監査の方法 

 監査書類の提出又は提示を求め、その内容について照合確認するとともに関係職員

から説明を聴取して実施した。 
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５ 監査の結果 

 各課等で所管する事務事業から抽出した予算執行及び事務事業並びに共通事項を監

査した結果は、別記のとおりである。 
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監   査   結   果 

 事務処理上の軽易な誤りや不備な事項については、その都度関係職員に対して口頭

で改善又は検討するよう述べたので、本書への記述を省略する。 

【所管事務の執行状況及び意見等】 

１ 文化課 

 所管事務は、文化に係る施策の企画及び連絡調整に関すること、文化財の指定及び 

解除並びに修理又は復旧の勧告及び現状変更の許可に関すること、郷土芸能の育成・ 

振興に関すること、遠野遺産に関すること、図書館及び博物館に関すること等である。 

○ 千葉家重要文化財指定整備活用事業費 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、重要文化財「千葉家住宅」を後世に継承するため、国指定建物・

土地及び周囲の区域を景観保護・土砂流出防止地として、公有化を図るための事業

で、適正に執行されていると認められる。 

現在、景観を含めた約24ヘクタールを取得するための用地測量及び不動産評価調

査業務が完了し、今後用地取得に向けた交渉を行う予定ということである。 

今後の重要文化財「千葉家住宅」を活用した観光振興を期待する。 

○ 図書館費 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、図書資料の収集・保存・整理、電算化システムによる窓口業務、 

  移動図書館の巡回運行、図書資料展等に係る経費で、適正に執行されていると認め

られる。 

   平成22年度末現在の蔵書は、184,533冊、入館者数69,147人、登録者数 6,521人

(うち移動図書館1,170人)、本館・分館貸出者数 15,642人(１日平均55.8人)、貸出

冊数 67,295冊(１日平均240.3冊)ということであり、蔵書は年々充実されてきてい

ると認められる。 

移動図書館車「やまどり号」や図書館総合情報システムを活用し、図書検索端末

機の設置等(市内の地区センターや宮守ゆうＹＯＵソフト館に設置)、多くの市民に

図書館を利用しやすくしている環境づくりは評価できる。 

読書に関する教室や展示に工夫を凝らし、保育園、学校、ボランティアグループ 

との連携を図りながら、読み聞かせなどの活動を通じ、幼児期から読書に親しむ環

境づくりと小中学生への読書の普及により一層の努力を期待する。 
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２ 文化まちづくり推進室 

所管事務は、中心市街地活性化対策に関すること、中心市街地活性化事業に関する

こと等である。 

○ ふるさとの街賑わい創出事業費(旧北日本銀行遠野支店用地等購入費) 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、中心市街地の空洞化を抑止するため、空き店舗となった「旧北日 

  本銀行遠野支店」を取得・改修し、遠野文化研究センターとして再活用を図る事業

で、不動産鑑定の評価額をもとに用地交渉をしており、適正に執行されていると認

められる。 

なお、工事にあたっては、東日本大震災により事業見直しを行い減額予算により

工事を実施するということである。 

中心市街地活性化主要事業の進捗状況は、遠野市観光交流センター新築工事、遠

野市まちおこしセンター等改修工事及び旧伊藤家・旧赤羽根蔵復元工事はそれぞれ

平成24年１月末完成予定ということである。 

また、遠野駅の自由通路整備計画については、これまでＪＲ東日本盛岡支社と協

議を重ねてきたが、駅舎の景観や費用負担の面から整備を行なわないことにしたと

いうことである。 

官民一体となって中心市街地の活性化及び全国に地域情報や観光情報等を発信し、

東日本大震災後に激減している観光客等、交流人口の拡大につながることを期待す

る。 

 

３ 遠野文化研究センター事務局 

所管事務は、遠野の文化を活かしたまちづくりの総合的に施策の推進に関すること、 

遠野文化研究センター運営委員会に関すること、遠野の文化に係る市民団体に関する

こと、遠野文化賞に関すること、その他遠野の文化の調査研究に関することである。 

○ 遠野文化研究センター事業費 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、東日本大震災で被災した沿岸被災地の文化財や博物館及び図書館

資料を保護保存する文化財レスキューと献本活動を柱とした三陸文化復興プロジェ

クトを中心に、シンポジウムの開催(６月12日「文化による復興支援」シンポジウム、

８月31日「よみがえれ日本の唄と心」、９月24日「文化による復興支援」シンポジ

ウムIN東京、11月３日「遠野文化フォーラム」)等の事業で、適正に執行されている

と認められる。 
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今後は２月26日～３月11日まで「震災からよみがえった東北の文化財展」の開催

を予定しているということである。また、献本活動については、平成23年12月13日

現在、全国の約4,500人から約25万冊(約8,000箱)、支援金は延べ265人から約516万

円が寄附されているということである。なお、文化財レスキューについては、現在、

大槌町議会資料(明治～昭和)158冊の第一次保存処理作業が終了し、洗浄作業とドラ

イクリーニングを継続中ということである。 

東京の国立劇場・小劇場で開催された「文化による復興支援」シンポジウムIN東

京での遠野小学校児童による｢遠野の里の物語｣の表現活動発表は、子ども達に自信

と勇気、さらには友達との絆が深められた公演になったものと認められる。 

 遠野にとって文化振興は大切な分野であり、観光振興にも結びつく貴重な財産と

なり遠野の宝になるものと思われるので今後の振興策に期待をしたい。 

 

４ 地域生活課 

所管事務は、市民センター及び地区センターの事務及び事業の総合調整に関するこ 

と、市民憲章運動に関すること、自治組織その他の地域活動の育成に関すること、交

通対策及び交通安全対策の総合的な企画、調整及び推進に関すること、消費者の保護

に関すること、市民センター施設の管理及び整備並びに利用の許可に関すること等で

ある。 

○ 地域づくり振興費(地域活動専門員の活動内容について) 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、過疎地域自立促進特別事業(過疎債のソフト事業)を活用した地域 

  活動専門員配置事業で、地域活動のサポートや地域課題の把握から解決までの取り

組みへの働きかけを行なうことを目的に、地区センター単位等に非常勤特別職を配

置するもので、現在、「地域づくり、健康づくり、人づくり」の各分野に５人配置

している。内訳は男性４人、女性１人で、地域生活課に１人、土淵地区センターに

１人、上郷地区センターに１人、宮守地区センターに２人を配置し活動しており、

適正に執行されていると認められる。 

専門員は行政と民間の意識の距離を縮める役割を担っていると思われ、平成24年

度は各地区に１人配置を予定しているということである。新たな地域づくりの仕組

みづくりに向って、地区センターのあり方の検討も含め地域活動専門員の今後の活

動を期待する。 

○ 交通安全指導対策費 

特に問題点は、見受けられなかった。 
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この事業費は、市民の交通安全思想の普及徹底を図るため、交通指導員の報酬、

交通指導員制服購入の備品購入費や交通安全運動推進団体への補助金等で、適正に

執行されていると認められる。 

現在の交通指導員数は28人であるが、交通死亡事故のない明るい社会づくりに貢

献していると認められる。交通指導員の後継者不足も課題であると認められるが、

交通指導員の街頭活動については、指導員の自主性も必要であるが、特定の指導員

に偏らないより効果的な時間帯での活動を望む。 

 

５ 社会教育課 

所管事務は、生涯学習の推進に関すること、男女共同参画社会の推進に関すること、 

高齢者団体の育成、高齢者の教養及び健康づくり活動に関すること、青少年の指導及

び育成に関すること、勤労青少年ホームの管理運営に関すること、武蔵野児童交流に

関すること、国際交流に関すること、芸術文化の振興に関すること、市民センターの

自主事業に関すること等である。 

○ 生涯学習のまちづくり推進費 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、生涯学習事業の推進、学びの出前講座など学級講座及び地区セン 

  ター、又は、複数の地区が連携して行なう学級・講座の開催事業で、適正に執行さ

れていると認められる。 

受講生募集は、広報「とおの」や市のホームページへの掲載により募集し、平成

23年11月末で12講座、延べ621人が受講しているということである。 

 なお、今まで開催した講座は、自然に親しむ講座、遠野遺産巡り、健康講座、手

作りを楽しもう講座、パソコン教室等ということである。今後は、パワーポイント

教室、わらじ草履づくり教室、飾り寿司教室、手縫い小物教室等を予定していると

いうことである。 

「日本のふるさと遠野」の自然や歴史を一人でも多くの人達に参加してもらう、

魅力ある講座の企画に努力していると認められる。また、講座内容の見直しを図り

ながら、多種の生涯学習事業の推進をしていると認められる。 

○ 芸術文化振興事業費 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、市民センターの自主事業として開催する演劇やコンサート、市民 

  センターバレエスタジオ委託料、遠野少年少女合唱隊講師謝礼、青少年劇場負担金、

市芸術文化協会及び遠野物語ファンタジーへの補助金等の事業で、適正に執行され
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ていると認められる。 

また、自主事業の開催としては、６月19日開催の音工房コンサート、７月23日開

催の東西落語名人二人会、10月10日開催の東宝「ゲゲゲの女房」の３事業というこ

とである。 

自主事業のイベント企画は大変であると思われるが、費用対効果が挙がるよう、

入場料を含め市民が気軽に鑑賞できる企画検討を望む。なお、地元の音楽グループ

の育成を図るためにも音工房コンサートの継続を望む。 

 

６ スポーツ健康課 

 所管事務は、スポーツ振興基本計画の策定及び進行管理に関すること、健康意識の

普及に関すること、健康づくりの総合調整に関すること、市民の健康づくり総合プロ

グラムの推進に関すること、地域健康づくりプログラム(総合型地域スポーツクラブ)

推進に関すること等である。 

○ 健康スポーツプログラム推進事業費 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、「健康づくり総合プログラム」に基づき市民センター及び福祉の 

  里を本校に、各地区センターをサテライト校として「健康づくり総合大学(愛称:と

すぽ)」を設置し、市民一人ひとりがそれぞれの年齢や健康状態に応じて積極的に取

り組むことができる、各種プログラム(運動教室等)を実践している事業で、適正に

執行されていると認められる。 

 また、地域ＩＣＴ(情報通信技術)遠野型健康増進ネットワーク事業の中にも簡単

にできる運動教室を組み入れて、「自分の健康は自分で守る」という市民の健康づ

くり活動に努めており評価できる。スポーツに関心の薄い年齢層への取り組みも望

む。 

 

７ 地区センター(地区公民館) 

 所管事務は、市民憲章の普及推進に関すること、市政懇談会に関すること、自治組

織その他の地域活動の育成に関すること、婦人学級・老人学級・家庭教育学級その他

の学級の実施に関すること、体育・スポーツ・レクリェーション活動に関すること等

である。 

○ みんなで築くふるさと遠野推進事業費 

特に問題点は、見受けられなかった。 

「みんなで築くふるさと遠野推進事業費」の意見等については、次のとおりである。 
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地区センター 監 査 意 見 等 

遠  野 

○第十一区自治会まつり基盤整備事業 

(事業主体:遠野町第11区自治会) 

 特に問題点は、見受けられなかった。 

 この事業費は、地域の活性化と地域住民のふれあい交流を目

的に開催している自治会まつり(愛宕神社宵宮祭)で、神明保育

園児の遊戯や遠中吹奏楽部の演奏等で、観客約300人が参加して

おり、適正に執行されていると認められる。 

  地域の活性化にまつりを取り入れ、子供から大人まで自分達 

のまつりとして事業が行なわれており、地域づくりの一躍をな

していると認められる。 

綾  織 

○綾織町花鳥木普及拡大事業 

(事業主体:綾織町地域づくり連絡協議会) 

 特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、市の花鳥木を町民に広く周知するため、地区

センター内に花壇を整備し、そこに町民から寄附された市の花

「やまゆり」と市の木「いちい」の植栽と町民から寄附された

市の鳥「やまどり」を剥製にした事業で、適正に執行されてい

ると認められる。 

地区センターと地域住民の関わりを大切に、地域づくりをし 

ており評価できる。今後も継続して相乗効果のある事業展開を

期待する。 

小  友 

○山谷観音石碑群移設事業 

(事業主体:中百穀中央振興会) 

 特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、山谷観音駐車場整備に併せ、駐車場用地を最

大限活用するため石碑群の移設事業で、事業の費用対効果は十

分にあり、適正に執行されていると認められる。 

地域の念願であった石碑群の移設を実施したことは評価でき 

る。 
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  石碑を移設したことにより、山谷観音まつり、ほたるの鑑賞 

会の地区行事の開催やスクールバス・観光バス等の大型車輌の

旋回場所等に活用されているということであり、住民一人ひと

りの地域づくりに対する意識が高いと認められる。 

附 馬 牛 

○被災地児童とのスポーツ交流事業 

(事業主体:附馬牛町体育協会) 

 特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、東日本大震災で避難生活を強いられている鵜

住居野球スポーツ少年団(親子)を招待し、地元附馬牛と土淵ス

ポーツ少年団との野球交流試合や地区センターに宿泊しての交

流会、感想文の記念誌等の作成事業で、適正に執行されている

と認められる。 

附馬牛の父母会が、スポーツ交流を通して子ども達の感想文

を記念誌として作成したことは、大いに評価できる。 

松  崎 

○松崎町食育推進事業 

(事業主体:松崎町地域づくり連絡協議会) 

この事業費は、自治会毎に園児や児童を対象に地元農家や老

人クラブの協力を得て、地場産の農作物の生産や収穫作業、調

理から食するまでを体験学習する事業であるが、一部自治会を

除き適正に執行されていると認められる。 

一部自治会の事業については、参加人数や経費のかけ方等を

含め事業の内容(例えば耕作放棄地等の利活用を図る等)、手法

及び工夫を望む。 

土  淵 

○土淵まつり事業 

(事業主体:土淵町地域づくり連絡協議会) 

 特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、町の「倭文神社」の例祭に合わせた「まつ

り」事業で、町内の郷土芸能５団体の共演、保育園の演技、子

ども神輿、中学校生徒会の劇と合唱等で、観客約400人が参加し

ており、適正に執行されていると認められる。 

例年、地区センター前で開催してきたが、今回は東日本大震

災の後方支援宿泊所として地区センターを提供していることか
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ら、遠野遺産である神社の境内で沿岸被災地の復興祈願も兼ね

て事業費も縮小して開催したということである。 

 地元住民が参加する仕組みづくりがしっかりとできており、 

少ない費用で多くの住民が地元のまつりを大切に継承している 

と認められ評価できる。 

青  笹 

○安戸の正一位稲荷神社環境整備事業 

(事業主体:青笹町地域づくり連絡協議会) 

 特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、遠野遺産に認定されている神社の屋根、参

道、鳥居、周辺環境等の整備事業で、適正に執行されていると

認められる。 

地元住民の協力で環境整備を定期的に行なうことで、遠野遺

産の保護と景観が保たれている点は評価できる。 

上  郷 

○花壇整備事業 

(事業主体:上郷町地域づくり連絡協議会) 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、各行政区に花苗と肥料を配布する花壇整備事

業で、適正に執行されていると認められる。 

宮  守 

○稲荷穴まつり事業 

(事業主体:達曽部地域づくり連絡協議会) 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、平成22年度から達曽部地域づくり連絡協議会

が開催している「稲荷穴まつり」事業で、郷土芸能の共演、早

食い大会、スイカ割り、ニジマス釣り等で、地域のまつりとし

て定着し観客約320人が参加しており、適正に執行されていると

認められる。 

地区における様々な行事を通し、住民の協力と努力が見ら

れ、市民協働の町づくりは評価できる。 

 

８ 教務課 

所管事務は、教育委員会の会議に関すること、教育行政の長期かつ総合的な計画の 
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策定に関すること、市立学校の設置、管理及び廃止に関すること、教材整備に関する

こと、奨学生選考委員会及び奨学資金貸与に関すること、児童及び生徒の就学に関す

ること、就学困難な児童及び生徒の就学援助に関すること、児童及び生徒の交通安全

対策に関すること等である。 

○ 遠野中学校改築整備事業費 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、遠野中学校の老朽化と中学校再編により校舎を改築し、生徒の教 

  育環境を確保するための事業で、適正に執行されていると認められる。 

工事の進捗状況は、現校舎の解体工事(第１期)、校舎改築予定地測量、校舎の基

本設計及び実施設計、校舎(第１期)改築工事契約、改築工事監理業務契約も終了し、

校舎(第１期)改築整備に向けて工事が進められているということである。 

○ その他 

  奨学資金貸付金の滞納繰越分の回収については、少しずつ回収に努力していると

認められるが、長期未納者については連帯保証人に督促する等、債権確保により一

層の努力を望む。 

 

９ 教育環境企画室 

 所管事務は、本市の総合的な教育環境の整備に係る企画及び調整に関すること、市

立中学校の再編成に関することである。 

○ 中学再編成計画について 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、平成25年４月に市内の中学校８校を３校に再編成するため、現在、 

市学校づくり協議会と学区毎に３学区部会(遠野中学校・綾織中学校・附馬牛中学校

学区部会、土淵中学校・青笹中学校・上郷中学校学区部会、小友中学校・宮守中学

校学区部会)が設置され、学校名や制服等について協議が進められており、それらに

係る経費で、適正に執行されていると認められる。 

  学校名については、今３月市議会定例会に市立学校設置条例案の提出を予定して

いるということである。 

学校づくり協議会や学区部会を設置し、具体的項目について協議を重ねており、

スムーズな編成がされることを望む。 

 

10 学校給食センター・宮守学校給食センター 
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 所管事務は、給食センターの施設及び設備の管理に関すること、給食計画の運営に

関すること、給食物資その他物品の購入、検収及び保管に関すること、地産地消給食

に関すること等である。 

○ ふるさと食材給食事業費(遠野旬を食べよう給食) 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、地元で生産される食材及び農産物を学校給食にいかし、郷土の食 

  文化や地域で生産される農産物への理解を深める等の「食育」の実践と同時に、地

場産品の消費拡大と「地産地消」の推進を図る事業で、児童・生徒により安全な給

食が提供されており、適正に執行されていると認められる。 

年間給食回数は小学校170食、中学校168食で、給食供給人数は平成24年１月16日 

  現在 2,076人、平成22年度の「地産地消」の推進では、米・発芽玄米は全量遠野産

を使用し、野菜等の青果物等利用地産地消率は約45％ということである。 

内容豊かな給食だよりの発行は、家庭での食生活の参考になると認められる。ま

た、地元食材の利用にあっては、児童・生徒に事前に通知をして、食材の良さを確

認させており評価できる。 

○ その他 

学校給食費滞納対策については、平成22年度以前の滞納額が約13万円ということ

であるが、全て分割納付を継続しているということであり、職員の積極的な努力で

成果を上げていると認められ評価できる。 

 

11 学校教育課 

 所管事務は、市立学校の組織編成及び管理運営に関すること、市立学校の学級編成

に関すること、教育課程に関すること、全国学力・学習状況調査及び岩手県学習定着

度状況調査に関すること、教育研究所の運営に関すること、学習指導等の改善及び開

発に関すること、児童生徒、学校、地域社会等の実態調査に関すること、生徒指導全

般・教育相談に関すること、幼児の言葉指導に関すること、八戸・七戸との教育交流

事業に関すること等である。 

○ 平成・南部藩寺子屋交流事業費 

特に問題点は、見受けられなかった。 

この事業費は、南部根城の縁でつながる青森県八戸市と青森県上北郡七戸町との 

  児童交流事業で、適正に執行されていると認められる。 

この事業は、昭和62年から継続している今年度が25回目の交流事業で、参加対象

児童は、市内小学６年生25人(遠野小と遠野北小は各４人、それ以外は各２人)とい
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うことであり、児童交流を通じて子ども達に集団生活の中で、郷土の歴史や集団生

活のあり方体験を積むことにより、郷土を愛し将来を担う人材の育成にも貢献して

いる事業であると認められる。 

今まで児童交流に参加した児童等は、小学生615人、中学生304人、引率者185人の

計1,104人ということである。一方、八戸市からは1,271人(児童1,095人、引率者176

人)、七戸町からは531人(児童423人、引率者108人)の計1,802人が来遠し児童交流を

しているということである。 

 

【共通事項】 

  各課等で該当する使用料・手数料、郵便切手の保管及び受払、車両の運行管理に

ついては、特に問題点は、見受けられなかった。 

 

○ 現金の保管状況（通帳等） 

通帳の保管状況は、平成23年11月30日現在、下表のとおりである。 

なお、遠野市に属するもの及び団体等の通帳を含め預金通帳を多く保管している 

  課等は、小友地区センター及び松崎地区センターで11冊、預金通帳残高が多い課等

は、社会教育課で 5,642,011円、今回監査対象20課等(学校は除く)で101冊、合計金

額が 27,674,067円となっている。 

市の公金と同様定期的にチェックするなど、不正防止に向け今後もより一層厳正

に取り扱われたい。 

特に各地区センターにおける各種団体の会費及び募金等の徴収は、ＪＡの支店廃 

  止に伴い、ゆうちょ銀行以外に金融機関がないことや振込み手数料の問題もあり、

上郷地区センターを除く地区センターでは、現金を一時保管し入金している状況に

あることから、現金の取り扱については、厳正に取り扱われたい。 

ＮＯ 課   等   名 
通帳冊

数 

預金残高

(円) 

1 文化課 1 0 

2 遠野文化研究センター事務局 3 5,089,019 

3 文化まちづくり推進室 1 0 

4 地域生活課 8 1,812,166 

5 社会教育課 10 5,642,011 
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6 スポーツ健康課 3 1,338,728 

7 遠野地区センター 7 1,869,549 

8 綾織地区センター 8 1,284,919 

9 小友地区センター 11 1,180,277 

10 附馬牛地区センター 7 1,245,910 

11 松崎地区センター 11 3,164,530 

12 土淵地区センター 8 1,454,992 

13 青笹地区センター 6 2,306,546 

14 上郷地区センター 4 778,140 

15 宮守地区センター 10 507,280 

16 教務課 1 0 

17 学校給食センター 1 0 

18 学校教育課 1 0 

合       計 101 27,674,067 

○ 物品の管理及び出納 

物品の管理及び出納については、備品管理一覧表に基づき職員からの聴取により

監査を実施した。 

物品の管理及び出納については、特に問題点は、見受けられなかった。 

  市内小中学校の教材備品の購入にあたっては、平成23年度から４月に各学校に予

算配分を行い、早目に各学校で購入することができるようになったことは評価でき

る。学校では予算の範囲内で教諭から要望をとって優先順位を付け、職員会議等で

確認して購入し、購入後も教職員で情報共有をしているということである。 

○ その他(小中学校について)  

  ・電子黒板機能付デジタルテレビの活用について 

各学校とも活用されていると認められる。 

  ・特色ある学校づくりについて 

学校・家庭・地域と一体となり、郷土芸能、昔話や薬研太鼓等の伝承活動、クラ

ブ活動等に取り組み成果を上げており、それぞれ特色ある学校づくりに一生懸命取

り組んでいると認められる。 
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  ・避難訓練について 

今回の東日本大震災を教訓に、避難マニュアル等の見直しが行なわれている。特

に地震を想定した避難訓練が実施されており、児童・生徒の安全面に配慮した危機

管理の訓練が行なわれていると認められる。 

  ・安全点検について 

毎月定期的に実施されており、児童が安心して学校生活を送れる状況であると認

められる。 

  ・校内の整理整頓について 

学校生活を送るうえで整理整頓が基本であるが、良く整理整頓がなされており、

児童・生徒が気持ち良く授業を受けられる状況であると認められる。 

 

市内小中学校に対する物品の管理及び出納の実地監査での意見等は、次のとおりで 

ある。 

学校名 監  査  意  見  等 

遠野北小学

校 

特に問題点は、見受けられなかった。 

避難訓練の方法に工夫があり、あらゆる地震に対応出来る体制

づくりをしていると認められる。 

「薬研太鼓」を中心とした表現力を高める活動は、遠野北小の 

伝統として定着していると認められる。 

綾織小学校 

特に問題点は、見受けられなかった。 

昔話や裂き織り体験学習等に地域と一体となって取り組んでい 

る。特に昔話は子どもの語り部として発表活動等もしており、市

内の小友小・土淵小とともに子どもの語り部として定着している

と認められる。 

小友小学校 

特に問題点は、見受けられなかった。 

築30年近くになる校舎であるが、きれいに整理整頓されている

と認められ評価できる。 

児童が各分野で様々な賞を受賞しており、教職員が一丸となっ

て児童一人ひとりの個性を大切に、個性を伸ばして自信をつけさ

せていると認められ評価できる。 

しし踊りや昔話等の伝承活動に地域と一体となって取り組ん 
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で、その成果を「小友の話っこ聞きたいな」で披露しており、 

特に昔話は、市内の綾織小・土淵小とともに子どもの語り部とし

て定着していると認められる。 

宮守小学校 

特に問題点は、見受けられなかった。 

平成19年から郷土芸能(さんさ踊り)の伝承活動に取り組み、宮

小さんさ踊りとして遠野まつりにも参加しており、地域と一体と

なって地域に根ざした学校づくりに努めていると認められる。 

達曽部小学

校 

特に問題点は、見受けられなかった。 

掲示物等にも工夫が見られ、校内も良く整理整頓されていると

認められ評価できる。 

郷土芸能(湯屋神楽)の伝承活動にも取り組んでおり、地域と一

体となって地域に根ざした学校づくりに努めていると認められ

る。 

鱒沢小学校 

特に問題点は、見受けられなかった。 

避難訓練を年間６回も行っており、危機管理意識が徹底されて

いると認められる。 

住民の協力とＪＲの協力を得ながら環境整備に取り組み、国道

から校舎が見えるようになった教育環境整備は評価できる。 

しし踊りの伝承活動に地域と一体となって取り組んでおり、地 

域に根ざした学校づくりに努めていると認められる。 

綾織中学校 

特に問題点は、見受けられなかった。 

生徒会がペットボトルのキャップの回収等資源回収に積極的に

取り組んでいる姿勢は評価できる。 

毎月１回地域の人を招いて、自然食や生き方を学ぶ「綾織人学

習」に地域と一体となって取り組んでおり、地域に根ざした学校

づくりに努めていると認められる。 

小友中学校 

特に問題点は、見受けられなかった。 

フキ採りは小友中学校の伝統行事で、市内の業者に提供して生

徒会活動に役立てているという点は評価できる。 

郷土芸能や氷口御祝い等の伝統行事の伝承活動に地域と一体と 

なって取り組んでおり、この活動は地域の教育力の源泉となり、
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生徒の健全育成に大きな力になっているものと認められる。 

宮守中学校 

特に問題点は、見受けられなかった。 

掲示物等にも工夫が見られ、校内も良く整理整頓されていると

認められる。 

家庭に対する教育目標を明確に示し、特に学校全体で学力向上 

に向けて、宮中教師の10カ条を掲げて授業改善等に取り組んでい 

る教職員の教育に対する意気込みと姿勢は評価できる。 

宮守下郷さんさ踊りの伝承活動とふるさとの達人に学ぶ講座 

は、その道の匠を講師に地域と一体となって取り組んでおり、地 

域に根ざした学校づくりに努めていると認められる。 

  


